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２
月
13
日
㈯
、
林
野
庁
長
官
が
林
道
の
視
察
に
お
出

で
に
な
り
ま
し
た
。
県
の
事
業
で
東
国
東
郡
森
林
組
合

が
実
施
主
体
と
な
り
施
工
し
た
こ
の
林
道
は
、
両
子
か

ら
横
手
を
経
由
し
て
丸
小
野
に
至
る
「
林
業
専
用
道
」

で
す
。「
林
道
専
用
道
」
と
は
、
木
材
の
搬
出
向
上
を

図
る
目
的
で
、
整
備
さ
れ
た
道
路
の
こ
と
で
す
。
か
な

り
傾
斜
の
急
な
山
の
中
腹
を
縫
う
よ
う
に
建
設
さ
れ
た

こ
の
林
道
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
等
で
幅
員
が
４
メ
ー

ト
ル
程
で
す
。
林
道
の
周
辺
は
、
し
っ
か
り
と
間
伐
さ

れ
た
ス
ギ
林
が
美
し
く
良
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
林
道
の
建
設
に
よ
り
、
山
の
管
理
も
車
両
に

よ
る
木
材
の
搬
出
も
極
め
て
容
易
に
な
る
よ
う
で
す
。

こ
の
立
派
な
林
道
を
見
な
が
ら
私
は
昔
の
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

　「
だ
ち
ん
と
り
」。
私
よ
り
若
い
人
は
、
こ
の
よ
う
な

言
葉
は
知
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
の
子
ど
も
の

頃
、
私
は
、「
だ
ち
ん
鳥
」
と
い
う
鳥
が
い
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昔
の
農
家
は
、
稲
の
取
り
入
れ
の
仕
事
が
終
わ
り
、

農
閑
期
に
入
っ
て
も
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
の
家
で
は
祖
母
が
保
管
し
て
お
い
た

「
い
ち
び
」
の
皮
を
近
く
の
川
に
漬
け
、
柔
ら
か
く
し

て
か
ら
、
毎
日
土
間
で
金
属
の
櫛
で
細
く
裂
き
、
そ
れ

を
縒
っ
て
細
い
紐
を
作
り
ま
し
た
。
七
島
イ
の
畳
表
の

縦
糸
に
す
る
た
め
で
す
。
こ
の
こ
と
を「
縒よ

り
を
縒よ

る
」

と
言
い
ま
し
た
。
母
は
、
奥
の
納
屋
で
そ
の
紐
を
「
む

し
ろ
機バ

タ

」
と
い
う
織
り
機
に
か
け
て
、
毎
晩
、
畳
表
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
祖
父
と
父
は
、
毎
日
「
だ
ち
ん
と
り
」
に
行
く
の
で

す
。
寒
い
冬
の
早
朝
、
地
下
足
袋
を
は
き
、「
巻
き
は

ん
」（
今
で
い
う
「
ゲ
ー
ト
ル
」）
を
巻
き
、
馬
を
連
れ

て
出
て
い
き
ま
し
た
。

　
弁
当
は
、
い
つ
も
「
ふ
か
し
イ
モ
」
か
「
切
り
込
み

餅
（
石
垣
餅
の
こ
と
）」。
時
に
は
、
麦
飯
も
あ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
当
時
、
家
に
は
「
あ
か
」
と
い
う
名
の
雌
の
馬
が
い

ま
し
た
。
大
人
し
い
農
耕
馬
で
し
た
。
そ
の
馬
を
連
れ

て
山
に
木
の
切
り
出
し
に
行
く
の
で
す
。
そ
し
て
、
木

を
運
び
出
す
こ
と
で
「
賃
金
」
を
も
ら
う
の
で
す
。「
だ

ち
ん
と
り
」
と
は
、「
駄
賃
取
り
」
の
こ
と
だ
っ
た
の

で
す
。

　
昔
は
、
今
の
よ
う
な
立
派
な
林
道
な
ど
無
く
、
商
家

か
ら
農
家
に
養
子
に
来
た
父
は
、
体
も
細
身
で
、
馬
で

木
材
を
運
び
出
す
こ
の
労
働
は
大
変
だ
っ
た
様
で
す
。

私
が
中
学
生
の
頃
、「
農
家
に
来
れ
ば
、
晴
耕
雨
読
だ

と
思
っ
て
い
た
が
…
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て

い
ま
し
た
。
父
が
持
っ
て
き
た
柳

や
な
ぎ

行ご
う

李り

の
中
に
は
、

「
若
菜
集
」
や
「
一
握
の
砂
」、「
蒼
氓
」
な
ど
の
詩
集

や
歌
集
、
小
説
な
ど
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
、
ど
こ
の
農
家
も
同
じ
よ
う
に
貧
し
く
、
同
じ

よ
う
に
本
当
に
良
く
働
い
て
い
ま
し
た
。
林
道
も
整
備

さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
導
入
さ
れ
、「
昭
和
は
、
遠
く

成
り
に
け
り
」
で
し
ょ
う
か
。

　新庁舎建設工事は、３月中に第３期外構工事及び、く
にさき回廊工事が完了し、２月に業務を開始した新庁舎
に続き、アストくにさき・アグリホール・新庁舎をむす
ぶ、くにさき回廊と新庁舎前面の駐車場全体が使用でき
るようになりました。
　現在、旧国東町歴史民俗資料館の解体後、新庁舎北側
の第４期外構工事に着手しています。図のように５月末
までの間、新庁舎の北側が工事区域となり、引き続き立
ち入り禁止となりますので、市民の皆さまにはご迷惑を
おかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

新庁舎建設インフォメーション

国東市新庁舎建設工事の
現状についてお知らせします

【問合先】　財政課　財産活用係　☎0978-72-5165（内線1352） 第４期外構工事期間：平成28年３月末～５月末

工事エリア 工事車両動線
来庁車両動線一般駐車場エリア

来庁者出入口

アスト
くにさき
アスト
くにさき

新庁舎新庁舎
アグリ
ホール
アグリ
ホール

大分県
東部振興局
大分県
東部振興局

工事現場概要図
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図書館だより

どくしょ が いちばん！どくしょ が いちばん！
開館時間：午前10時～午後６時

問合先
国見図書館　　  ☎0978-82-1585
くにさき図書館  ☎0978-72-3500

武蔵図書館　☎0978-69-0946
安岐図書館　☎0978-67-3551

図書館カレンダー  ５月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

図書館カレンダー  ４月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

■は休館日。４月29日㈮と５月31
日㈫は資料整理日のため、５月３日㈫
は憲法記念日、４日㈬はみどりの日の
ため休館します。

今回は、赤ちゃん絵本のコーナーを、ご紹介します。
国東市４館には、それぞれ赤ちゃん絵本コーナーがあります。
赤ちゃんが持ちやすいサイズで、言語の発達をうながす繰り返

しや擬音、擬態語の表現が用
いられた絵本がそろっていま
す。子育て中の利用者の方、
また、お孫さんに借りる方も
多いです。安岐図書館では、
布絵本の貸出もしています。
手触りが良く、知育玩具とし
ての役割も果たしているの
で、とても喜ばれています。
ぜひご利用ください。

赤ちゃん絵本のコーナー

国見図書館
おはなしひろば（読み聞かせ）
 ８日㈮　午前９時30分～ 熊毛幼稚園・保育所
 ９日㈯　午前９時30分～ 国見図書館
22日㈮　午前９時30分～ 竹田津幼稚園・保育所

くにさき図書館
おはなし会（読み聞かせと工作）
10日㈰　午前10時30分～ くにさき図書館
23日㈯　午後２時～ くにさき図書館

武蔵図書館
おはなしのへや（読み聞かせと工作）
13日㈬　午後３時30分～ 武蔵図書館
16日㈯　午後３時～ 武蔵図書館
27日㈬　午後３時30分～ 武蔵図書館
５月７日㈯　午前10時30分～ 武蔵図書館

安岐図書館
ひまわりのへや（読み聞かせと工作）
９日㈯　午前10時30分～ 安岐図書館

４月  図書館行事のご案内

国東市図書館は、全部で102種類の雑誌を購入しています。
最新号以外は貸出可能です。他館の雑誌の取り寄せも可能です。

数字で 見 る
図書館

▲写真は安岐図書館の赤ちゃん絵本の
コーナーです。布絵本は、専用の袋
に入れて貸し出しています。

『美味しい櫻』　　
平出　眞／編著

　日本を代表する桜。今年も桜の季節がやってきました。今回、ご紹介する「美
味しい櫻」は、単に植物としての桜だけでなく、桜の食を楽しんでほしい、桜ス

イーツの仕掛け人である著者が、全国の桜スイーツから料理・お酒、桜のレシピまで、食べる桜の魅
力を紹介しています。桜の名所や名桜、桜が描かれた芸術作品なども掲載されています。桜の魅力を
再認識させられる本です。

司書の
オススメ

24


